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今月のみどころ　
特集
自分を衛

ま も

るは、人を守る。
知っていそうで知らない自衛隊のコト。
東日本大震災への災害派遣などで活動する
隊員の熱い思いを紹介します。

大津地蔵まつり開催
今年は８月 24日に開催！

こ
の
思
い
が
あ
れ
ば
、

き
っ
と
、
日
本
は
一
つ
に
な
れ
る

８月24日水

2011 8
印
刷
■
ホ
ー
プ
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
お
お
づ
は
環
境
に
配
慮
し
て
再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
っ
て
い
ま
す
。

発
行
・
編
集
■
大
津
町
・
企
画
課
　

〒
869－

1292  熊
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池
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大
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町
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大
津
1233

番
地
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w
w
.tow

n.ozu.kum
am
oto.jp/

見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

大
津
地
蔵
ま
りりり
つ

８月6日土 ８月6日土 ８
月
14
日
日

きくち夏まつり 菊陽町夏祭り 合志市夏祭り
午後5時30分～ 午後5時～

午
後
５
時
〜

菊池市民広場・菊池市中央グラウンド 菊陽杉並木公園 熊本県農業公園カントリーパーク

新幹線元年イベント　菊池地域の夏祭り

三
百
余
年
の
伝
統
と
文
化

午後6時～午後10時

▶問い合わせ
　大津地蔵祭実行委員会（大津町商工会内）
　☎（293）3421

本部 役場 大津
郵便局

商工会
会場

（お祭り広場）

JR肥後大津駅

かぶとむし
公園肥後銀行

※交通規制時間　午後７時～午後10時
　交通規制区域は交通事情を勘案し
　変更になる場合があります。

▼
夏
で
す
。
夏
休
み
が
始

ま
る
と
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国

大
会
が
多
く
開
催
さ
れ
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
な

大
津
町
で
す
か
ら
取
材
に

行
く
こ
と
も
多
く
、
多
彩

な
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い

ま
す
▼
そ
れ
で
も
、
掲
載

で
き
な
い
人
や
チ
ー
ム
が

い
ま
す
の
で
、
少
し
申
し

訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
▼
夏
と
言
え
ば
、
甲
子

園
。
全
国
高
校
野
球
選
手

権
福
島
大
会
は
、
放
射
線

の
影
響
を
減
ら
す
た
め
、

入
場
行
進
の
時
間
を
短
縮
、

競
技
中
も
放
射
線
量
を
測

定
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
原
発
事
故
に
よ
り
部

員
が
減
少
し
た
双
葉
翔
陽
、

富
岡
、
相
馬
農
の
３
校
は
、

連
合
チ
ー
ム「
相
双
連
合
」

を
結
成
し
て
参
加
し
ま
し

た
▼
「
や
り
た
く
て
も
で

き
な
い
」
つ
ら
さ
は
想
像

以
上
の
も
の
で
し
ょ
う
▼

私
た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

好
き
な
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
も
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
　
　
　
　
　
　（
辻
口
）



町のみんなで元気あっぷ！
元気あっぷサポーターズ結成

Monthly Pickup Topics

「大津町元気あっぷサポーターズの会」は７月11日、町
老人福祉センターで発会式を行い、24人の会員が参

加しました。会員は、町が平成21年度から毎年開催している
「介護予防サポーター養成講座」の修了生と、今年度初開催の
「介護予防サポーターリーダー養成講座」の修了生で構成され
ています。
　今年度は、町の「いきいき運動教室」（65歳以上の人の介護
予防教室）の運営サポート活動を行い、住民の皆さんが「元気
あっぷ！」して、地域で生き生きと暮らしていくお手伝いをし
ます。会長の古

ふる
江
え

琢
たく

雄
お

さん（室）は、「高齢者の皆さんの身体
機能の維持・改善のためだけでなく、自分のためにもなる活動
です。一緒になって笑顔で楽しく活動していきたい」と話し
ました。

　「九州ローカルヒーローin
くまもとおおづ2011」の1コ
マ。東日本復興イベントとし
て行われた同イベント。多く
の子どもたちが東日本の復興
を願って募金をしていました。

1._結成した24人のサポー
ターズで記念撮影。これか
らのご活躍を期待します
2._発会式での会員の皆さん。
真剣な表情で高齢者の皆さ
んのために頑張っています

3 大津町農業委員会委員一般選挙結果

4 特集　自分を衛
ま も

るは、人を守る。
1０ すこやか通信　熱中症に注意！

１１ 輝く人権　さまざまな人権を考える

１２ まちの話題
大翔館がボランティア活動／田んぼの学校 in 白川中流域／大津地区交通安全子ど
も自転車大会／グランパワーヒノクニが防犯笛を贈呈／活躍する大津町のスポーツ

１４

くらしの伝言板
夏休みの間に予防接種を／各種手当や助成を受けている人は現況届の提出を／コ
イヘルペス病のまん延防止にご協力を／認知症についての悩みや疑問は「認知症
ほっとコール」に／国税の手続きは「e-Tax」の活用を／無料の筆界（境界）特定
相談所／東日本大震災復興特別貸付／慢性腎臓病「CKD」って何？腎臓病教室を
開催／大津町緊急雇用対策　臨時職員の募集／障害者の職業訓練生（無料）募集
／ジョブカフェイベント 2011 ／がんばろう日本！東日本大震災復興支援チャリ
ティー～歌と落語の夕べ～／公共工事等入札結果

１６
ALT のコーナー／安全安心おおづまち／フォルツァロアッソ熊本／道の
駅大津／岩戸の里／からいもくんがゆく

１８ 愛のこんだて／あつまれ！大津っ子
出生／おくやみ／休日当番医・薬局／今月の相談／カレンダー／人口

２０ 大津地蔵まつり開催

今 月 の 表 紙

KOHO OZU	CONTENTS
広報おおづ目次

1

2

M
o

n
th

ly PicK
u

p
 T

oPics

2011
7.11

新しい農業委員の皆さんです
大津町農業委員会委員一般選挙結果

瀨
せ

川
がわ

友
とも

次
つぐ

（瀬田） 　本
ほん

田
だ

省
しょう

生
せい

（杉水） 岩
いわ

下
した

愽
ひろ

美
み

（矢護川） 岡
おか

嶋
じま

和
かず

広
ひろ

（引水） 三
み

池
いけ

幸
ゆき

光
みつ

（平川）

矢
や

野
の

正
しょう

二
じ

（灰塚） 清
し

水
みず

幸
こう

一
いち

（町） 宮
みや

本
もと

葊
ひろ

明
あき

（錦野） 古
ふる

澤
さわ

榮
えい

一
いち

（大津） 竹
たけ

中
なか

繁
しげ

継
つぐ

（大林） 樋
ひ

口
ぐち

次
つぎ

雄
お

（陣内）

迫
さこ

本
もと

文
ふみ

人
と

（大津） 豊
とよ

岡
おか

一
いっ

太
だ

（杉水） 江
え

藤
とう

恒
つね

喜
き

（岩坂） 堤
つつみ

　英
ひで

二
じ

（矢護川） 砂
すな

野
の

征
せい

三
ぞう

（陣内） 古
ふる

庄
しょう

政
まさ

敏
とし

（平川）

江
え

藤
とう

佐
さ

由
ゆ

美
み

（陣内） 月
つき

尾
お

好
よし

恵
え

（引水） 古
ふる

庄
しょう

美
み

智
ち

子
こ

（平川） 矢
や

野
の

武
たけ

彦
ひこ

（高尾野） 村
むら

上
かみ

惠
けい

一
いち

（中島） 上
うえ

田
だ

隆
たか

生
いき

（大林）

　任期満了に伴う町農業委員会委員の一般
選挙は、７月 10 日に町内 12 カ所で投票が
行われ、町総合体育館での即日開票の結果、
17 人の新委員が誕生しました。
　当日の有権者数は 2,557 人。投票者数は
2,249 人で、投票率は 87.95％でした（平
成８年執行時の有権者数は 4,711 人。投票
率は 84.95％でした）。各候補者の得票数は
右のとおりです。

※農業委員は選挙による委員 17 人のほか、
議会、農業団体からの推薦委員がいます。
任期は平成 23 年７月 20 日から平成 26 年
７月 19 日までの３年間です。

届出氏名 党派 得票数 当選
瀨川　友次 無 193 当
岩下　愽美 無 184 当
宮本　葊明 無 160 当
迫本　文人 無 154 当
竹中　繁継 無 142 当
砂野　征三 無 138 当
江藤　恒喜 無 134 当
岡嶋　和広 無 131 当
堤　　英二 無 127 当

届出氏名 党派 得票数 当選
三池　幸光 無 122 当
本田　省生 無 118 当
古庄　政敏 無 113 当
豊岡　一太 無 109 当
矢野　正二 無 107 当
樋口　次雄 無 98 当
清水　幸一 無 88 当
古澤　榮一 無 86 当
太田黒忠憲 無 31 

※党派の「無」の表示は無所属のことです。

会長

選挙による
委員

議会推せん委員 農業団体推せん委員
農業協同組合 土地改良区 農業共済組合

会長職務代理者
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本
当
に
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
利
用
者
は
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
っ
て
ツ
イ
ー

ト
（
つ
ぶ
や
く
）
す
る
。
１
４
０
文
字
の

言
葉
を
つ
ぶ
や
く
と
い
う
、
た
だ
そ
れ
だ

け
の
サ
ー
ビ
ス
な
の
だ
が
、
そ
の
情
報
を

発
信
す
る
手
軽
さ
、
他
人
の
ツ
イ
ー
ト
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
芸
能
人
や
著

名
人
が
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
は
世
界
中
で
爆
発
的
に
広
が
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
か
ら
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
は
つ
な
が
り
を
求
め
る
人
た
ち

で
溢
れ
た
。
時
に
は
間
違
っ
た
情
報
が
流

さ
れ
、
人
々
は
混
乱
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、心
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
合
う
に
は
、

十
分
な
ツ
ー
ル
だ
っ
た
。

　

あ
る
日
、
こ
の
よ
う
な
ツ
イ
ー
ト
が

あ
っ
た
。

　

ぜ
ん
ぜ
ん
眠
っ
て
い
な
い
で
あ

ろ
う
旦
那
に
、「
大
丈
夫
？
無
理
し

な
い
で
。」
と
メ
ー
ル
し
た
ら
、「
自

衛
隊
な
め
ん
な
よ
。
今
無
理
し
な

い
で
い
つ
無
理
す
る
ん
だ
？
言
葉

に
気
を
つ
け
ろ
。」
と
返
事
が
。
彼

ら
は
タ
フ
だ
。
肉
体
も
、
精
神
も
。

生
活
支
援
第
２
次
隊
長
と

し
て
４
月
５
日
か
ら
５

月
１
日
ま
で
宮
城
県
南み
な
み

三さ
ん

陸り
く

町

に
支
援
に
向
か
い
ま
し
た
。
５

日
の
早
朝
に
熊
本
を
出
発
し
、

８
日
の
到
着
と
同
時
に
１
次
隊

よ
り
引
き
継
ぎ
を
実
施
し
ま
し

た
。
現
地
で
の
任
務
は
給
水
班

と
し
て
宮
城
県
南
三
陸
町
ベ
イ

サ
イ
ド
ア
リ
ー
ナ
か
ら
登と

米め

市

ま
で
の
往
復
約
36
㎞
、
時
間
に

し
て
約
１
時
間
15
分
を
、
給
水

用
の
１
㌧
ト
レ
ー
ラ
ー
で
毎
日

４
〜
５
回
往
復
し
、
給
水
支
援

を
実
施
し
ま
し
た
。

被
災
地
で
の
給
水
支
援
任

務
で
は
、
平
等
に
支
給

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
被
災
者
の
身
に
な
っ

て
接
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
し
た
が
、
被
災
を
受
け
た
現

地
の
人
々
は
私
た
ち
が
思
っ
て

い
た
以
上
に
、
悲
し
み
を
克
服

し
て
、
前
向
き
に
、
復
興
の
た

め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
分

た
ち
の
や
る
べ
き
こ
と
、
今
で

き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
全
て
の

人
が
私
た
ち
に
対
し
て
「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
い

さ
つ
代
わ
り
に
な
っ
て
い
て
、

自
衛
隊
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
切
々
に
感
じ
、
反
対
に
私

た
ち
が
「
勇
気
」
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
帰
る
と
き
に
は
子
ど
も

た
ち
と
別
れ
る
の
が
と
て
も
つ

ら
か
っ
た
で
す
。

災
害
派
遣
に
向
か
っ
た
の

は
今
回
で
４
度
目
で
す

が
、
長
期
派
遣
は
初
め
て
で
し

た
。
そ
れ
が
で
き
る
の
も
家
族

の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

家
族
へ
の
感
謝
は
い
つ
も
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
。

東北に支援に行った
大津町在住の隊員
第 42普通科連隊
重迫撃砲中隊　陸曹長

山
やま

本
もと

富
ふ

士
じ

夫
お

さん（大林）

　
自
衛
隊
と
は
、
自
衛
隊
法
第
三
条
に

お
い
て
、「
我わ

が
国
の
平
和
と
独
立
を

守
り
、
国
の
安
全
を
保
つ
た
め
、
直
接

侵
略
及お
よ

び
間
接
侵
略
に
対
し
我わ

が
国
を

防
衛
す
る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
し
、

必
要
に
応
じ
、
公
共
の
秩
序
の
維
持
に

当
た
る
」と
さ
れ
て
い
る
専
守
防
衛
の

た
め
の
組
織
だ
。

　
発
足
は
戦
後
の
警
察
予
備
隊
に
端
を

発
し
、
保
安
隊
に
改
組
さ
れ
る
な
ど
し

た
後
、
現
在
の
防
衛
省
に
属
す
る
国
の

自
分
を
衛ま

も
る
は

自
分
を
衛ま

も
る
は

人
を
守
る
。

人
を
守
る
。

　
こ
の
ツ
イ
ー
ト
は
多
く
の
反
響
を
呼
ん

だ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
復
興
支
援
を

行
う
自
衛
隊
の
活
動
は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞

や
雑
誌
な
ど
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
自
衛
隊
員
へ
の
賞
賛

と
感
謝
の
声
が
相
次
い
だ
。

　
被
災
地
へ
の
支
援
は
、
が
れ
き
の
撤
去

や
遺
体
の
回
収
だ
け
で
は
な
い
。
自
衛
隊

員
は
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
食
事
・
水
な

ど
を
配
っ
た
り
、
避
難
所
で
生
活
を
す
る

人
た
ち
に
入
浴
す
る
場
を
提
供
し
た
り
、

多
彩
な
支
援
を
提
供
し
て
く
れ
た
。

　
自
衛
隊
は
、
県
知
事
な
ど
の
要
請
が
あ

り
、
人
命
、
財
産
の
保
護
の
た
め
に
必
要

に
な
れ
ば
、
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
今
年
１
月
３
日
、
町
の
矢
護
山
付

近
で
小
型
飛
行
機
が
消
息
を
絶
ち
、
結
果

と
し
て
墜
落
、
大
破
し
て
発
見
さ
れ
た
事

故
が
あ
っ
た
が
、自
衛
隊
も
要
請
を
受
け
、

そ
の
捜
索
を
行
っ
て
い
た
。

　
私
た
ち
は
、
自
衛
隊
員
の
こ
と
を
ど
れ

く
ら
い
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
東
日

本
大
震
災
後
、「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

や
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
言
葉
を
良
く
耳
に
す
る
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
自
衛
隊
に
関
わ
る

皆
さ
ん
の
言
葉
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

機
関
と
し
て
１
９
５
４
年（
昭
和
29
年
）

に
自
衛
隊
が
誕
生
し
た
。
自
衛
隊
は

陸
上
・
海
上
・
航
空
と
に
分
か
れ
、日
夜
、

国
民
生
活
の
安
全
と
平
和
の
た
め
に
仕

事
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
陸
上
自

衛
隊
で
は
、
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て

次
の
３
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

①
新
た
な
脅
威
や
多
様
な
事
態
へ
の
実

効
的
な
対
応

　
新
た
な
脅
威
や
、
災
害
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
非
常
事
態
へ
の
対
応
を
行
う
。

　
予
測
困
難
で
突
発
的
に
発
生
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
非
常
事
態
の
実
情
に

応
じ
、
即
応
性
や
高
い
機
動
性
を
備
え

た
部
隊
な
ど
を
、
地
理
的
特
性
に
応
じ

て
編
成
・
配
置
す
る
こ
と
で
、
対
応
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。

②
本
格
的
な
侵
略
事
態
へ
の
備
え

　
わ
が
国
に
対
す
る
侵
略
な
ど
に
対
し

て
、
領
土
防
衛
が
で
き
る
よ
う
に
常
に

備
え
て
い
る
。
防
衛
力
の
本
来
の
役
割

で
あ
り
、
そ
の
備
え
を
す
る
に
は
短
期

間
で
は
難
し
い
の
で
、
装
備
や
要
員
の

確
保
を
保
っ
て
い
る
。

③
国
際
的
な
安
全
保
障
環
境
の
改
善
の

た
め
の
主
体
的・積
極
的
な
取
り
組
み

　
国
際
平
和
協
力
活
動
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
自
衛
隊
だ
け
で
は

な
く
、
政
府
全
体
で
取
り
組
み
、
常
日

頃
か
ら
、
諸
外
国
と
安
全
保
障
の
た
め

の
対
話
や
防
衛
に
つ
い
て
の
交
流
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
支
援
活

動
な
ど
は
、
①
の
多
様
な
事
態
へ
の
対

応
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
自
衛
隊
は
、
日
頃
か
ら
訓
練
を
欠

か
さ
ず
、
統
制
の
と
れ
た
組
織
と
し
て
、

迅
速
で
機
能
的
な
幅
広
い
活
躍
を
見
せ

て
く
れ
て
い
る
。

特
集

5 4広報おおづ 2011.8広報おおづ 2011.8



自
衛
隊
の
災
害
支
援
活
動

　
自
衛
隊
の
主
な
災
害
派
遣
時
の
活
動

は
、
陸
上
自
衛
隊
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
空
中
か
ら
の
偵
察
を
は
じ
め
と

し
て
、負
傷
者
な
ど
の
捜
索
・
救
助
、応

急
医
療
、入
浴
・
給
水
・
給
食
支
援
な
ど
、

多
様
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
日
頃
の
準
備
と
し
て
、

災
害
派
遣
即
応
部
隊
を
災
害
発
生
時
に

命
令
を
受
け
た
後
１
時
間
以
内
に
出
動

で
き
る
よ
う
24
時
間
体
制
で
準
備
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
県
内
の
市
町

村
が
実
施
す
る
防
災
訓
練
や
各
種
会
議

な
ど
に
参
加
し
、行
政
・
警
察
・
消
防
や

関
係
団
体
と
の
連
携
を
常
に
保
ち
、
日

頃
か
ら
即
応
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
で
は
、
災
害
派
遣
、
地
震
防

災
派
遣
、
原
子
力
災
害
派
遣
を
命
ぜ
ら

れ
た
部
隊
の
自
衛
官
に
対
し
て
、
そ
の

災
害
派
遣
活
動
な
ど
が
効
率
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
災
害
派
遣
時
の
権
限
の
一
例
と
し

て
土
地
建
物
な
ど
へ
の
立
ち
入
り
、
立

ち
入
り
制
限
や
損
壊
道
路
の
応
急
補
修

な
ど
が
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
災
害
派
遣

時
の
自
衛
隊
の
権
限
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
で　
日
頃
の
防
災
意
識

　
被
災
地
で
は
、
私
た
ち
も
地
元
の
皆

さ
ん
と
同
じ
生
活
環
境
で
あ
り
、
衣
食

住
全
て
に
お
い
て
苦
労
し
ま
し
た
。
健

康
管
理
、
入
浴
や
ト
イ
レ
な
ど
の
衛
生

面
は
特
に
大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
防
災
に
つ
い

て
の
関
心
や
知
識
を
持
っ
て
、
避
難
経

路
や
避
難
場
所
の
確
認
を
す
る
な
ど
の

意
識
面
と
、
持
ち
運
び
が
可
能
な
ラ
ジ

オ
、
懐
中
電
灯
、
非
常
用
食
料
な
ど
を

用
意
す
る
物
品
面
の
、
両
方
の
備
え
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

国
を
守
ろ
う
と
す
る
気
持
ち

　
自
衛
隊
隊
員
は
、
自
己
犠
牲
と
勇
気

そ
し
て
使
命
感
を
持
っ
て
活
動
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
存
在
意
識

は「
こ
と
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、

身
を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
努
め
る
」

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
社
会
へ
の

献
身
的
な
行
動
と
は
、
国
を
愛
し
守
り

抜
く
使
命
感
と
、
身
を
て
い
し
て
任
務

を
完
遂
す
る
自
己
犠
牲
の
精
神
と
良
心

か
ら
発
す
る
正
義
を
貫
く
勇
気
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

愛
で
つ
な
が
り
と
き
ず
な
を
―

　
そ
し
て
、「
愛
」す
る
と
い
う
気
持
ち

で
す
ね
。
そ
れ
が
大
前
提
だ
と
思
い
ま

す
。
隊
員
に
も
伝
え
た
い
こ
と
で
も
あ

り
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
て

ほ
し
い
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
一
指
揮
官
と
し
て
こ
の
第
２

中
隊
を
愛
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
隊
の

た
め
に「
身
を
捨
て
て
で
も
こ
の
中
隊

を
守
ろ
う
」と
い
う
自
己
犠
牲
の
精
神

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
隊
と
隊
員

全
員
が
わ
が
子
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

「
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
」を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
信
用
し
て
も
ら
え
る
人

間
に
な
り
、
使
っ
て
も
ら
え
る
人
間
に

な
る
に
は
、
教
育
が
大
事
で
す
。
中
隊

と
し
て
の
伝
統
や
基
盤
と
な
る
も
の
を

先
輩
が
後
輩
を
教
育
し
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
日
頃
か
ら
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
努
力
は
生
半
可
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
連
綿
と
続
く
こ
の
伝
統
を
大

事
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
意
思
を
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
人
は
、
人
に
よ
っ
て
、
人
と
な
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
人
が
基
盤

で
あ
り
、
基
礎
で
す
。
一
人
一
人
を
親

の
気
持
ち
に
な
っ
て
教
育
し
て
い
ま
す
。

教
育
者
が
、
涙
を
流
し
な
が
ら
教
育
し

て
い
る
場
面
も
良
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
心
の
つ
な
が
り
や
き
ず

な
と
い
う
も
の
を
隊
員
の
み
ん
な
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
を
持
っ
て
伝
統
を
紡
い
で
い
く

人
は
、
人
に
よ
っ
て
、
人
と
な
る

自分で成長していくのが分かる
親はいつでも子ども成長を喜ぶ

自
衛
官
を
志
望
し
た
理
由

　
高
校
３
年
生
の
と
き
に「
自
分
は
人
の
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
」を
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
、
知
人
か
ら
、
陸
上
自
衛
隊
の

話
を
聞
い
て
、
平
和
を
愛
す
る
心
優
し
い
人

た
ち
を
知
り
、
こ
の
日
本
国
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
と
い
う
崇
高
な
職
業
こ
そ
、
誇
り

を
持
て
る
職
業
だ
と
思
い
入
隊
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
校
在
学
中
で
の
部
活
動
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
生
か
し
、
自
衛
隊
で
音
楽

活
動
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
も
入
隊

し
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

変
わ
っ
た
意
識

　
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
は
、
両
親
が
何

で
も
や
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
入
隊

後
は
、
当
然
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
入
隊
当
初
は
目
の
前
の
こ
と

で
精
一
杯
に
な
り
、
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
徐
々
に
集
団
生
活
に
も
慣
れ
、
今
で

は
身
の
回
り
の
整
理
・
整
頓
や
同
期
に
対
し

て
の
心
配
り
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
協
力

し
て
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
時
間
に
ル
ー
ズ
だ
っ
た
私
が
、
今
で

は
常
に
時
計
を
見
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
大
き
な「
成
長
」だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
や
意
気
込
み

　
７
月
か
ら
の
特
技
課
程
教
育
は
第
16
普
通

科
連
隊（
長
崎
県
大
村
市
）で
行
わ
れ
る
の
で

多
少
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
同
期

と
協
力
し
合
い
、
ど
ん
な
困
難
な
壁
も
乗
り

越
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
部
隊
配
属
さ
れ
た
後
に
は
、
さ
ら
に
自
分

自
身
を
鍛
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
一
日
一
日
を
大
事
に
し
、
体
力

練
成
に
努
め
、
勉
学
に
励
み
、
教
養
を
深
め

て
立
派
な
自
衛
官
に
な
れ
る
よ
う
一
生
懸
命

訓
練
な
ど
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「根性がある息子ですね」と修
一さん、とくみさんは譲治

さんの印象を語った。学生時代は、
吹奏楽部に所属していた譲治さん。
午前５時には学校に行き、午後11時
に帰ってくるという部活に明け暮れ
た毎日だった。
　それでも休むことなく、家から通
い続けたのは、彼の気質だと話す。
部活で部員と活動していたことが、
仲間意識の向上につながっているの
だろう。
　家を離れ、たまに帰ってくる譲治
さんは、そのたびに「男らしく、意
識を持って頑張っている」表情に

なっていった。「全てを含めて彼に
とって良かった」と修一さんは笑っ
た。
　自衛隊に入隊する日、譲治さんは
両親にそっとメモを渡した。そのメ
モには「ありがとう」の言葉が書いて
あった。それだけで二人はとてもう
れしかった。
　子どもの成長を見るだけでも親は
とてもうれしいもの。最後に二人は、
「これからもっと成長して、家族を
大切にしてほしい。夢を諦めずに頑
張ってください」と譲治さんにエー
ルを送った。

寺村譲治さんの
父と母

寺
てら
村
むら
　修
しゅう
一
いち

さん 
　　とくみさん（室）

根性のある息子がさらに男らしく

陸上自衛隊
第八師団　第四十二普通科連隊
第二中隊　中隊長

大
おお

野
の

昌
まさ

洋
ひろ

さん

自
分
を
衛ま

も
る
は

人
を
守
る
。

自
分
を
衛ま

も
る
は

人
を
守
る
。

今年入隊した大津町出身の隊員
第８特化連隊　新隊員教育隊自衛官候補生　寺

てら

村
むら

譲
じょう

治
じ

さん
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自
衛
隊
は
、郷
土
愛
が
強
く
な
る
仕
事
。

募 集 種 目 受 付 期 間 試　験　日 受 験 資 格

航空学生
海・空（男・女）

８月１日（月）
　～９月９日（金）

１次：９月23日（金）
２次：10月15日（土）～20日（木）
３次：11月12日（土）～12月15日（木）

高卒（見込含）
21歳未満の人

一般曹候補生
陸・海・空（男・女）

８月１日（月）
　～９月９日（金）

１次：９月17日（土）午前
２次：10月６日（木）～13日（木）

18歳以上
27歳未満の人

自衛官候補生
平成24年
３・４月採用
陸・海・空

男
子

８月１日（月）
　～９月６日（火）

筆記試験
９月17日（土）午後
口述試験・身体検査
９月20日（火）～25日（日） 18歳以上

27歳未満の人
女
子

８月１日（月）
　～９月９日（金）

９月25日（日）～28日（水）
※いずれか１日を指定

防衛大学校学生（推薦） ９月５日（月）
　～９月８日（木） ９月24日（土）・25日（日）

高卒（見込含）
21歳未満の人

（学校長の推薦必要）

防衛大学校学生（一般） ９月５日（月）
　～９月30日（金）

１次：11月５日（土）・６日（日）
２次：12月13日（火）～17日（土）

高卒（見込含）
21歳未満の人

防衛医科大学校学生 ９月５日（月）
　～９月30日（金）

１次：10月29日（土）・30日（日）
２次：12月７日（水）～９日（金）

高卒（見込含）
21歳未満の人

陸上自衛官（看護） ９月５日（月）
　～９月30日（金） 11月19日（土）

看護師免許を有し、
保健師・助産師免許
を有する人（見込含）
36歳未満の人

看護学生 ９月５日（月）
　～９月30日（金）

１次：10月22日（土）
２次：11月19日（土）・20日（日）

高卒（見込含）
24歳未満の人

社団法人 全国自衛隊父兄会
大津町支部　支部長

武
たけ

田
だ

征
せい

伍
ご

さん（引水）

現在、次のとおり自衛官を募集しています。自衛官を目指
す人や自衛官について少しでも興味を持っている人は、気
軽に資料請求などお問い合わせください。

○申し込み・問い合わせ　自衛隊熊本地方連絡部　菊池分駐所　☎ 0968（24）2772

自衛官
募集

菊池地域自衛官募集相談員
会長

鈴
すず

木
き

信
しん

次
じ

さん（真木）

自
分
を
衛ま

も
る
は

人
を
守
る
。

自
分
を
衛ま

も
る
は

人
を
守
る
。

自
衛
官
と
し
て
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
、
働
い
て
も
ら
う
こ
と

を
支
え
て
い
く
の
が
私
た
ち
父
兄
会
の

仕
事
で
す
。
入
隊
激
励
会
の
開
催
や
支

部
の
研
修
、
会
員
の
交
流
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
会
が
子
ど
も
を
そ
っ

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
保
護
者
の
た
め

の
父
兄
会
と
し
て
機
能
す
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
親
は
、
子
ど
も
が
悩
ん
で
い
る
と
き

や
つ
ら
い
時
に
「
力
に
な
っ
て
あ
げ
た

い
」
と
思
い
ま
す
。
自
衛
官
の
保
護
者

同
士
の
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も

の
つ
ら
い
時
に
力
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
た

後
に
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
分
か

ら
な
い
子
ど
も
の
背
中
を
そ
っ
と
押
し

て
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
は
、

そ
の
子
ど
も
を
支
え
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

守
る
こ
と
と
は
―

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
4
カ
月
た
っ
た

現
在
。
4
カ
月
も・

た
っ
た
と
思
う
の
か
、

4
カ
月
し・

か・

た
っ
て
い
な
い
と
思
う
の

か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
。
と
に
か

く
、
今
で
も
被
災
地
の
人
た
ち
は
前
を

向
い
て
頑
張
っ
て
い
る
。
支
援
す
る
側

が
逆
に
勇
気
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
だ
。
そ

れ
は
山
本
さ
ん
の
話
か
ら
も
分
か
る
。

　
そ
し
て
自
衛
隊
員
も
頑
張
っ
て
い
る
。

今
回
の
取
材
で
、
そ
の
原
動
力
の
秘
密

を
少
し
だ
け
見
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
お
互
い
を
信
頼
し
合
い
、

人
を
信
じ
て
行
動
す
る
の
は
、
寝
食
を

共
に
し
、
多
く
の
困
難
な
状
況
を
乗
り

越
え
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。
大
野
中
隊

長
が
話
し
た「
愛
」と「
き
ず
な
」。
技
術

よ
り
、
体
力
よ
り
、
そ
れ
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
隊

員
全
て
が
理
解
し
て
い
る
。
隊
員
の
意

識
の
高
さ
に
は
、頭
が
下
が
る
思
い
だ
。

　
冒
頭
で
紹
介
し
た
ツ
イ
ー
ト
が
出
て

く
る
の
も
そ
の
意
識
の
高
さ
か
ら
だ
ろ

う
。「
自
衛
隊
な
め
ん
な
よ
」―
。
そ
の

仕
事
に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
震
災
後
、
日
本
の
人
々
は
一
つ
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
活
発
に
な
り
、
多
く
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
つ
な
が
り
を
求
め
て
、「
人
は

　

昔
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
っ
た
ら
な
り
た
い
職
業
は
、
警
察

官
や
消
防
士
で
し
た
。
最
近
は
、
そ

の
中
に
自
衛
官
に
な
り
た
い
と
い
う

人
も
多
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
そ
れ
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

自
衛
隊
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
や
っ
と

自
衛
隊
の
活
動
が
認
知
さ
れ
て
き
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
支
援
な
ど
で
活
動
す
る
姿
が

格
好
良
く
見
え
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

　
私
は
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
で
す
が
、
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
行
っ
て
、
国
の
た

め
に
奉
仕
す
る
喜
び
は
と
て
も
大
き

い
も
の
で
す
。
危
険
な
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
国
民
か
ら
本
当
に
喜
ば

れ
る
仕
事
で
す
。
今
は
募
集
相
談
員

を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
電
話
で
の
相

談
や
直
接
聞
き
に
来
る
人
も
い
ま
す
。

基
本
的
な
こ
と
を
徹
底
的
に
教
え
て

い
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
こ
と
や
興

味
が
あ
っ
た
ら
、
と
に
か
く
相
談
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
顔
を
見
か
け
た

と
き
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
て
も
構

い
ま
せ
ん
よ
。

　
自
衛
官
に
な
り
、
全
国
各
地
に
赴

任
し
て
多
く
の
地
域
で
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
故
郷
を
離
れ
れ
ば
離

れ
る
ほ
ど
、
故
郷
の
良
さ
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
赴
任
先
の「
地
域
に
溶

け
込
む
」喜
び
を
味
わ
い
、「
郷
土
愛
」

が
育
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
退
官
後
、

町
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
う
気

持
ち
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
い
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
や
る
こ
と
に
は
、
全
て

意
義
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

一
人
じ
ゃ
な
い
」と
伝
え
た
い
が
た
め

の
よ
う
に
。

　
取
材
で
聞
い
た「
勇
気
」「
成
長
」「
愛
」

「
力
に
な
り
た
い
」「
郷
土
愛
」の
キ
ー

ワ
ー
ド
。
自
分
を
衛ま
も
る
こ
と
で
培
わ
れ

て
い
っ
た
こ
の
言
葉
た
ち
は
、
全
て
つ

な
が
り
を
生
み
出
す
。
つ
な
が
り

は
、
人
を
守
る
こ
と
に
な
り
、
日
本

を
、故
郷
を
幸
せ
に
導
く
だ
ろ
う
。

特
集
　

自
分
を
衛
る
は
、人
を
守
る
。
　
完
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女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
、
男
性
は
こ
う
あ

る
べ
き
…
と
決
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

「
女
性
の
人
権
」に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か

　　
「
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」と
は
、

相
手
の
意
に
反
し
、
性
的
な
言
動
や
暴
力

に
よ
っ
て
心
身
を
傷
付
け
る
こ
と
で
、
異

性
間
だ
け
で
な
く
同
性
間
で
も
起
き
ま
す
。

　
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
」は
、
好
意
な
ど
一

方
的
な
思
い
を
、特
定
の
人
に
押
し
付
け
、

つ
き
ま
と
い
、
傷
付
け
る
言
動
を
繰
り
返

し
て
行
う
行
為
で
す
。
内
容
は
年
々
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ

Ｖ
）」は
、
親
し
い
間
柄
で
も
男
女
間
に
お

け
る
暴
力
な
ど
で
精
神
的
、
身
体
的
暴
力

を
行
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
３
つ
の
行
為
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ

く
聞
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
女
性
に

対
す
る
人
権
侵
害
は
、
後
を
絶
た
な
い
状

況
で
す
。
今
後
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

の
撲
滅
、
お
互
い
が
対
等
な
立
場
で
話
し

合
い
、
助
け
合
え
る
関
係
を
作
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

次
に
ハ
ン
セ
ン
病
と
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

な
ど
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す

　
ハ
ン
セ
ン
病
の
原
因
は
、
ら
い
菌
と
い

う
細
菌
が
人
間
の
体
内
で
増
殖
し
、
皮
膚

と
末
梢
神
経
が
侵
さ
れ
る
慢
性
感
染
症
で

す
。
進
行
す
る
と
物
を
つ
か
ん
だ
り
す
る

運
動
の
障
害
を
伴
い
、
診
断
や
治
療
が
遅

れ
る
と
指
、手
足
な
ど
が
変
形
し
た
り
、知

覚
麻
痺
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
な
ぜ
ハ
ン
セ
ン
病
と
言
う
こ
と
で
偏
見

や
差
別
を
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
明
治
時
代
、
諸
外
国
か

ら
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
放
置
し
て
い
る
と

非
難
を
浴
び
た
政
府
が
、
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
を
一
般
社
会
か
ら
隔
離
す
る
政
策
を

と
り
、療
養
所
に
強
制
隔
離
さ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
国
が
法
律
ま
で
つ
く
っ
て
隔

離
す
る
の
だ
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染

し
や
す
い
怖
い
病
気
だ
」と
い
う
誤
っ
た

考
え
が
社
会
の
中
に
広
ま
っ
て「
怖
い
病

気
」と
し
て
定
着
し
た
か
ら
で
す
。

　
効
果
的
な
治
療
薬
が
出
て
く
る
ま
で
は
、

長
い
間「
不
治
の
病
」と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
家
族
内
で
多
く
発
病
す
る
こ
と
か

ら
遺
伝
す
る
病
気
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と

な
ど
も
差
別
さ
れ
て
き
た
理
由
で
す
。

　
さ
ら
に
、
療
養
所
内
で
の
結
婚
の
条
件

と
し
て
断
種
や
人
工
妊
娠
中
絶
が
行
わ

れ
る
厳
し
い
差
別
の
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
な
ど
が
社
会
復
帰
で

き
る
環
境
を
作
り
整
え
る
た
め
に
は
、
み

ん
な
が
病
気
の
こ
と
を
も
っ
と
理
解
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　
偏
見
や
差
別
を
な
く
す
た
め
に
ハ
ン
セ

ン
病
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

さまざまな人権を
考える
今回からシリーズでさまざまな人権問題についてお知ら
せしていきたいと思います。今回は、「女性の人権」「ハン
セン病回復者などの人権」の２つを紹介します。

［問い合わせ］　町人権啓発福祉センター （役場人権推進課 人権推進係）
　　　　　　　☎（293）7920

「はとぽっぽクラブ」農園活動 南杉水人権ふれあいフェスティバル

　はとぽっぽクラブでは、野菜や果物などを植えて
います。親子で農作業や土に触れることで、自然や
動植物に興味や関心が芽生えることを願って毎年
行っています。６月には、夏野菜やからいもの苗を
植え、土と親しみました。また収穫したエンドウ豆
でエンドウ豆蒸しパ
ンを作り、収穫を喜び
合いました。
　秋にはからいもで
つくった昔のおやつ
が食べられるのを楽
しみに育てています。

　「人とひとが認め支えあう豊かな関係」をスローガンに
南杉水人権ふれあいフェスティバルが開催されます。当
日は、ステージイベント、バザー出店などのいろいろな
催しがあります。ぜひお越しください。

○日時　８月20日（土）午後５時
○場所　人権啓発福祉センター
　　　　南側児童公園
○問い合わせ　南杉水人権ふれ
あいフェスティバル実行委員会
（町人権啓発福祉センター）
☎（293）7920

人
権
ニ
ュ
ー
ス

すこやか通信
健康福祉課　健康推進係　☎（293）3510 H e a l t h  C o m m u n i c a t i o n

熱
中
症
に
注
意
！

　

熱
中
症
に
注
意
が
必
要
な
時
季
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
例
年
に
も
増
し
て

節
電
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
熱
中
症
の
危
険
性

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
と
は

　
熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
ど
の
環
境
の
悪
化
で
、
体

内
の
水
分
や
塩
分（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
発
汗
や
循
環
機
能
に
異
常
を
き
た
し
、

体
温
の
調
節
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
▽
気
温
が
高
い
▽
湿
度

が
高
い
▽
風
が
弱
い
▽
急
に
暑
く
な
っ
た
日
な
ど
は
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
症
状
が
重
く
な
る
と
死
に

至
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
予
防
法
と
応
急

処
置
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
は
予
防
が
大
切                                  

　
水
分
を
小
ま
め
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　
朝
晩
、
食
事
の
時
や
入
浴
の
前
後
に
コ
ッ
プ
１
杯
の

水
を
飲
む
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
食
間（
１
〜
２

時
間
お
き
）や
出
か
け
る
前
の
水
分
補
給
と
、
汗
を
か

い
た
ら
塩
分
の
補
給
を
忘
れ
ず
に
！

　
１
日
で
1.3
〜
1.5
リ
ッ
ト
ル
の
水
分
補
給
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
で
は

▼
日
傘
や
帽
子
を
使
用
し
、日
陰
で
暑
さ
を
避
け
る
。

▼
服
装
は
、涼
し
い
素
材
や
白
系
統
を
心
掛
け
る
。

▼
喉
が
渇
く
前
に
定
期
的
に
水
分
を
取
る
。

▼
十
分
な
睡
眠
を
取
る
。

▼
体
調
不
良
な
人
は
、特
に
注
意
す
る
。

▼
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
早
め
に
病
院
に
行
く
。　

運
動
す
る
と
き
は

▼
運
動
時
の
気
温
や
湿
度
を
把
握
す
る
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
小
ま
め
に
水
分
を
。

▼
30
分
に
１
回
程
度
の
休
息
を
と
る
。

▼
急
に
暑
く
な
っ
た
時
は
運
動
を
軽
く
す
る
。

高
齢
者
で
注
意
す
る
こ
と

▼
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
の
で
、早
め
に
水
分
を
。

▼
暑
さ
を
感
じ
に
く
い
の
で
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

　
効
果
的
に
使
用
し
、部
屋
の
温
度
を
調
節
す
る
。

子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
は

▼
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
で
き
な
い
の
で
、
予
防
に

　
十
分
に
注
意
す
る
。

▼
顔
色
や
汗
の
状
態
を
よ
く
見
て
、
汗
が
ひ
ど
い
時
は

　
涼
し
い
場
所
で
休
息
さ
せ
、水
分
を
補
給
す
る
。

▼
短
時
間
で
も
、子
ど
も
だ
け
を
車
内
に
残
さ
な
い
。

こ
ん
な
症
状
が
あ
れ
ば
熱
中
症
！

 

熱
中
症
の
症
状
を
３
つ
の
重
症
度
に
分
け
る
と
…

【
１
度
：
軽
症
】　
▽
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
が
あ
る
▽

筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
が
あ
る
▽
大
量
の
発
汗
が
あ
る

【
２
度
：
中
等
度
】　
▽
頭
が
痛
い
▽
気
分
不
良
、
吐
き

気
が
す
る・吐
く
▽
体
が
だ
る
い

【
３
度
：
重
症
】　

▽
意
識
が
な
い
▽
け
い
れ
ん
し
て

い
る
▽
呼
び
か
け
に
対
し
返
事
が
お
か
し
い
▽
真
っ

直
ぐ
に
歩
け
な
い・走
れ
な
い
▽
体
温
が
高
い

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
に
は・・・

・
す
ぐ
に
風
通
し
が
良
く
涼
し
い
場
所
や
、
エ
ア
コ

　
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
に
移
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
衣
類
を
ゆ
る
め
、
水
平
位
か
上
半
身
を
や
や
高
め

　
に
寝
か
せ
ま
す
。
顔
色
が
蒼
白
で
脈
が
弱
い
時
は

　
足
を
高
く
し
た
体
位
に
し
ま
す
。

・
で
き
る
だ
け
早
く
冷
や
し
て
体
温
を
下
げ
ま
す
。

　
皮
膚
を
水
で
ぬ
ら
し
、
う
ち
わ
や
扇
風
機
で
風
を

　
送
り
、
体
温
を
下
げ
ま
す
。

・
氷
の
う
や
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
太
い
血
管
が
あ
る
脇
の

　
下
、
首
、
足
の
付
け
根
に
当
て
、
冷
や
し
ま
す
。

・
吐
き
気
が
な
け
れ
ば
、
冷
た
い
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド

　
リ
ン
ク
を
飲
ま
せ
、
塩
分
を
と
ら
せ
ま
す
。

・
意
識
が
な
く
、
自
力
で
水
分
が
取
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
場
合
、
ま
た
は
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
な

　
ど
は
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
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みんなと田んぼでお勉強

ヒーローがぼくたちを守ってくれる

田んぼの学校in白川中流域

グランパワーヒノクニが防犯笛を寄贈

　「田んぼの学校」は６月26日、外牧地区の水田で開催さ
れ、大津町・熊本市の小学生とその保護者が田植えを体
験しました。当日は天候にも恵まれ、稲の植え込みを楽
しみました。参加者はこのイベントの農業体験を通して、
農業の大切さや地下水かん養機能など地域での役割の理
解を深めました。10月23日（日）には、稲刈り体験も予定
しています。

　グランパワーヒノクニが７月５日、大津北小学校の
児童に防犯の笛を寄贈しました。これはグランパワー
ヒノクニの運営団体である「ファイヤーフライファン
タジー」（代表：坂

さか
梨
なし

裕
ひろ
史
ふみ
さん）の皆さんが、

各種活動の謝礼など
を地元に還元するた
めに大津北小学校の
児童たちにグランパ
ワーヒノクニの名前
入りの防犯笛を100
個寄贈したものです。
　「子どもたちが安全
で健やかに成長して
ほしい」というグラン
パワーヒノクニの願
いが笛になって表れ
たのでしょうね。

大津町をきれいにしよう！

室小Aチームが２位入賞！

大翔館がボランティア活動

第45回大津地区交通安全子ども自転車大会

　大翔館の皆さんによる清掃活動は7月9日、大津警察署
からかぶとむし公園まで行われ、50人を超える参加者
がありました。早朝から園児や小中学生と保護者がごみ
を拾いました。大翔館の皆さんは大津警察署で柔道を学
んでいます。清掃活動は、子どもたちに「自分たちが環境
を守ることでポイ捨てをしなくなる」ことを知ってもら
うために毎年開催しています。

　交通安全子ども自転車大会がこのほど、ホンダ熊本体
育館で開催され、大津警察署管内から68人が出場しまし
た。交通ルールの学科テストや実技テストの合計得点を
競い、団体の部で室小学校Ａチームが見事、第２位に入賞
しました。指導者である本

ほん
田
だ
真
ま
由
ゆ
美
み
先生と木

き
戸
ど
達
たつ
徳
のり
先生

は「子どもたちも指導者も、入賞するとは思っていません
でした。思いがけずに２位をいただき、喜びと感動でいっ
ぱいです。
子どもたち
の頑張りと
地域の皆さ
んの温かい
指導のおか
げです」と
喜びを語り
ました。

大津警察署で出発式を行い、みんなでごみを拾いました

喜びいっぱいの室小の児童と指導者

「田んぼの学校」は平成15年度から毎年行われています

児童に直接防犯笛を渡す、グランパ
ワーヒノクニ　ブレイズレッド

全国で、そして世界で活躍する大津町のスポーツ

エアロビック
　「第22回世界エアロ
ビック選手権大会」が
６月４日～５日 に 静 岡
県で開催されました。
Team.OHMURAに所属
する大

おお
村
むら
詠
えい
一
いち
さん、智

とも
美
み

さん、紗
さ
織
おり
さん（矢護川）

が出場し、詠一さんが男
子シングルで第５位入
賞、３人で出場したトリ
オの部では見事、準優勝
を果たしました。

　「第51回全日本実
業団男子ソフトボー
ル選手権大会」が７月
30日～８月１日に福
島県で開催され、三菱
電機熊本に所属する
原
はら
田
だ
道
みち
明
あき
さん（大津）、

田
た
中
なか
成
まさ
欣
よし
さん（室）が

出場しました。
　また、９月17日～
19日に大阪府で開
催される「第57回全
日本総合男子ソフト
ボール選手権大会」へ
の出場も決めました。　「第16回全日本女子ユース（U-

15）サッカー選手権大会」が８月
８日～12日に大阪府で開催され
ます。町からは、MELSA熊本FC
ソヒーアに所属する冨

とみ
田
た
実
み
侑
ゆ
さ

ん（陣内）が出場します。

　「第31回全日本バレー
ボール小学生大会」が８
月10日～13日に東京都
で開催されます。町から
は、大津JVBCスポーツ少
年団に所属する吉

よし
川
かわ
良
りょう
二
じ

さん（引水）、坂
さか
本
もと
雅
か
奈
な
さん

（引水）、三
み
森
もり
景
け
衣
い
さん（室）、

黒
くろ
木
き
貴
き
蘭
らん
さん（美咲野）が

出場します。

　「2011ザ バス杯
全国選抜リトルリ
ーグ野球大会」が８
月19日～21日に福
岡県で開催されま
す。町からは、熊本
大津リトルリーグ
に所属する大

おお
塚
つか
瑛
あき

良
ら
さん（大津）、津

つ
田
だ

稜
りょう
平
へい
さん（杉水）、

伊
い
藤
とう
大
たい
史
し
さん（美咲

野）が出場します。

　「第11回全日本少年
少女空手道選手権大
会」が８月６日～７日
に東京都で開催されま
す。町からは、拳士館
熊本に所属する本

ほん
田
だ
理
り

貴
き
さん（美咲野）が出場

します。

　「第５回全国中学生少林寺拳法
大会」が８月20日～21日に香川県
で開催されます。町からは、大津
町少林寺拳法協会に所属する佐

さ
々
さ

木
き
香
か
澄
すみ
さん（陣内）が出場します。

空手道

ソフトボール

女子サッカー

バレーボール

野球

少林寺拳法
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く ら し の 伝 言 板 く ら し の 伝 言 板

●
訓
練
場
所　
㈱
テ
ィ
ー
ズ
リ
ン
ク
第
２
作

業
所（
菊
池
市
隈
府
）※
駐
車
場
あ
り（
無
料
）

●
問
い
合
わ
せ　
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

☎
（
３
７
８
）
０
１
２
１

●
日
時　
９
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

①
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
（
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）　

　
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分　
　

②Job navi 

学
生
等
就
職
面
接
会　

●
提
出
書
類　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）　　

①
離
職
票
な
ど
（
失
業
が
確
認
で
き
る
履
歴

書
な
ど
で
も
可
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
②

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
を
対
象
に
採
用
し

ま
す
の
で
、
住
民
税
の
情
報
を
照
会
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
③
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
は
締
切
後
に
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
緊
急
雇
用
対
策
総
合
相
談
窓
口

　
（
役
場
商
業
観
光
課
内
）

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
５

【
リ
サ
イ
ク
ル
解
体
科
】

●
受
講
で
き
る
障
害
区
分　

　
身
体
の
う
ち
内
部
・
知
的
・
精
神
・
発
達

●
定
員　
３
人

●
内
容　
廃
棄
パ
チ
ン
コ
台
の
解
体
・
仕
分
け

●
募
集
期
限　
８
月
31
日（
水
）

●
期
間　
10
月
４
日（
火
）〜
12
月
22
日（
木
）

●
実
費　
２
，５
０
０
円（
安
全
靴
、軍
手
代
）

　　
町
民
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
緊
急
雇

用
対
策
と
し
て
、
町
の
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
対
象
は
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
っ
て

失
業
し
た
人
で
、
雇
用
期
間
終
了
後
の
更
新

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
非
常
勤
・
臨
時
の
別　
臨
時
職
員

●
勤
務
内
容　
普
通
学
級
に
在
席
す
る
児
童

生
徒
の
生
活
支
援

●
勤
務
地　
大
津
町
内
小
中
学
校

●
勤
務
日　
月
〜
金

●
勤
務
時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
の
う

ち
５
時
間
30
分
程
度

●
募
集
人
員　
９
人

●
社
会
保
険　
無　
●
雇
用
保
険　
有

●
雇
用
期
間　
９
月
１
日
（
木
）
〜
平
成
24

年
２
月
29
日
（
水
）

●
募
集
期
限　
８
月
19
日
（
金
）
午
後
５
時

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

入札日　平成23年7月8日
工事（業務・備品）名 落札金額 落札業者名

大津小学校分離新設校屋内運動場建築本体工事 227,745,000 長田建設㈱・恵建設㈱建設工事共同企業体

（仮称）バスロータリー整備舗装及び付帯施設工事（２工区） 27,090,000 肥後木村組㈱

岩坂中島汚水枝線（7061号）管渠築造工事 15,309,000 ㈲岩下建設

町道六里木橋線路肩補修他工事 1,123,500 ㈱大正

町道吐引水線他補修工事 1,228,500 吉武建設

大津小学校分離新設校屋内運動場機械設備工事 6,058,500 ㈲木村設備

大津小学校分離新設校屋内運動場電気設備工事 19,251,750 清水電気工業㈱

中心市街地照明灯整備工事 19,425,000 ㈱大電工

緑資源林道刈払い業務委託 924,000 ㈲肥後豊松園

町内調整池除草業務委託 1,690,500 ㈲タカハマ緑幸

白川河川公園管理業務委託 630,000 ㈲肥後豊松園

迫井手岩坂２地区埋蔵文化財調査出土遺物整理等業務委託 9,975,000 ㈱九州文化財研究所

都市計画道路駅前楽善線擁壁設計等業務委託 6,352,500 玉野総合コンサルタント㈱

農道台帳作成業務委託 1,680,000 ㈱萩尾測量設計

都市計画道路駅前楽善線墳墓再算定業務委託 945,000 玉野総合コンサルタント㈱

第５期大津町老人保健福祉計画及び介護保険事業計画策定業務委託 1,038,450 ㈱博多マーケティングコンセプトハウス

給食センター給食用米飯箱他購入 997,500 日本調理機㈱

公共工事等入札結果

　
午
後
０
時
45
分
〜
午
後
４
時　

●
場
所　
興
南
会
館
（
熊
本
市
本
山
町
）

●
申
込
期
限　
求
職
者
は
申
込
不
要
。
求
人

企
業
は
８
月
５
日
（
金
）
ま
で

●
参
加
企
業　
県
内
企
業
50
社
（
予
定
）

●
参
加
対
象　
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予

定
の
就
職
未
内
定
者
、
卒
業
後
お
お
む
ね
３

年
以
内
の
人

●
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

☎
（
２
１
１
）
１
７
０
３

　　
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん･

風
し
ん
）
と
、Ｄ
Ｔ
（
ジ

フ
テ
リ
ア･

破
傷
風
）
の
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
体
調
が
良
い
時
に
指
定
医
療

機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。
接
種
は
、
必
ず
事

前
に
予
約
を
し
て
、
保
護
者
が
連
れ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
の
再
交
付
は
、
接
種

前
に
母
子
手
帳
を
持
っ
て
役
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
混
合
ワ
ク
チ
ン

対
象
者

２
期　

就
学
前
の
子
ど
も
（
平
成
17
年
４

月
２
日
〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

３
期　
中
学
１
年
生
相
当
の
人
（
平
成
10

年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

４
期　

高
校
３
年
生
相
当
の
人
（
平
成
５

年
４
月
２
日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
ワ
ク

チ
ン
対
象
者

小
学
６
年
生
（
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平

成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

・
児
童
扶
養
手
当

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
障
害
児
福
祉
手
当

・
特
別
障
害
者
手
当

・
経
過
的
福
祉
手
当

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
る
人
は
、
８
月
中
に

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
、
各
手
当
な
ど
を
引
き
続
き
受

給
で
き
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
こ
の
届
け
が
な
い
と
支
給
停
止

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
な
ど
は
、
手
当
や
助
成
を
受
け

て
い
る
人
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

　
全
国
で
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
事
例
が
出
て
い
ま
す
。
コ
イ
ヘ

ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
コ
イ
の
死
亡
率
が
高

い
病
気
で
す
。水
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
が
、

コ
イ
以
外
の
魚
や
人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
釣
っ
た

コ
イ
は
ほ
か
の
川
や
湖
・
池
な
ど
に
放
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飼
っ
て
い
る
コ
イ

や
死
ん
だ
コ
イ
を
川
や
湖
・
池
な
ど
に
放
し

た
り
、
捨
て
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
政
課　
農
政
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
６

　
認
知
症
ほ
っ
と
コ
ー
ル
は
、
本
人
や
家
族

の
支
援
の
た
め
に
「
家
族
の
会
」
の
介
護
経

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
（
２
９
３
）
２
２
７
２

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業
で

は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
中
小

企
業
の
皆
さ
ん
へ
の
特
別
貸
付
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
直
接
、被
害
を
受
け
た
人
の
他
、

風
評
被
害
な
ど
大
震
災
の
影
響
で
売
り
上
げ

な
ど
が
減
少
し
、
資
金
繰
り
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
が
あ
る
人
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
日
本
政
策
金
融
公
庫　
熊
本
支
店

☎
（
３
５
３
）
６
１
８
２

　
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
予
防
と
治
療

に
つ
い
て
の
腎
臓
病
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所　
仁
誠
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
津

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
期
限　
８
月
27
日
（
土
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
仁
誠
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
津　

☎
（
２
９
３
）
９
５
９
５

験
者
、
専
門
職
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。

認
知
症
ほ
っ
と
コ
ー
ル

　

☎
（
３
５
５
）
１
７
５
５

●
相
談
受
付
日　
水
曜
日
以
外
の
毎
日

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
窓
口
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、

税
理
士
事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
、国
税
に
関
す
る
各
種
手
続（
①

所
得
税
、
法
人
税
な
ど
申
告
、
②
国
税
の
納

税
、
③
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
や
法
定
調

書
の
提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
な
ど
）
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

●
問
い
合
わ
せ　
菊
池
税
務
署　

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
２
１
２
１

　　
筆
界
特
定
制
度
は
、
土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
を
法
務
局
の
筆
界
特
定
登
記
官
が
解

決
す
る
行
政
手
続
き
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
訴
訟
手
続
き
な

ど
に
よ
る
当
事
者
の
費
用
負
担
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。「
筆
界
（
境
界
）
特
定
相
談
所
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
９
月
４
日
（
日
）

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
６

認
知
症
に
つ
い
て
の
悩
み
や
疑
問

は「
認
知
症
ほ
っ
と
コ
ー
ル
」に

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
を

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

各
種
手
当
や
助
成
を
受
け
て
い
る

人
は
現
況
届
の
提
出
を

大
津
町
緊
急
雇
用
対
策

臨
時
職
員
の
募
集

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
２
１
２
１

無
料
の
筆
界（
境
界
）特
定
相
談
所

障
害
者
の
職
業
訓
練
生（
無
料
）募
集

☎
（
３
７
８
）
０
１
２
１

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
１

国
税
の
手
続
き
は「
ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
」の
活
用
を

夏
休
み
の
間
に
予
防
接
種
を

☎
（
３
５
３
）
６
１
８
２

慢
性
腎
臓
病「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」っ
て
何
？

腎
臓
病
教
室
を
開
催

☎
（
２
９
３
）
２
２
７
２

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付

平成23年3月11日…。
東日本で起きた大震災。被災地の
皆さんの 1日も早い復興を大津町
の地域の皆さんと共に支援し、ひ
とときの時間が心の安らぎとなる
ことを目的として行われます。
入場料は無料ですが、チャリティー
箱を置いて義援金の受け付けを行
います。集まった義援金は日本赤
十字社熊本支部へ全額寄付します。
皆さんのご協力をよろしくお願い
します。

▶期日　8月17日（水）
▶開場　午後6時30分
▶開演　午後7時～午後8時30分
▶場所　町老人福祉センター
▶内容　
　第1部…合唱 大津町少年少女合唱団
　第2部…落語 三遊亭好太郎（大津町出身）
　第3部…被災地の報告

▶問い合わせ
　被災地復興支援の会　西岡
　☎090（1348）5569

がんばろう日本！
東日本大震災

復興支援チャリティー
～歌と落語の夕べ～

そして好太郎が伝えたい被災地の現実…
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フォルツァ!!  ロアッソ熊本
ロアッソ熊本に関するお問い合わせ：㈱アスリートクラブ熊本　☎（283）1200

フォルツァはイタリア語で「頑張れ」
アッソは「エース、唯一の」と言う意味です。

月のイベント道の駅  大津 問い合わせ：☎（294）1600

大津温泉  岩戸の里から 問い合わせ：☎（294）2626 営業時間：午前9時30分～午後10時（入館受付は午後9時30分まで）

大津町生活安全協議会
役場総務課　地域安全係　☎（293）3111

安全安心おおづまち
区　分 累　計 6月中 前年比

大津署管内 486 113 ＋51
うち大津町 85 20 －28
おもな
発生犯罪

乗物（自転車など）盗 4 件
住居など侵入盗難　1 件

今年の
犯罪発生状況
（平成23年6月）

Let's Learn English

See you.Ozu! （またね 大津町！）
　８月26日、私は２年間過ごしたこの大津町にさよならを
言い、アメリカのネブラスカ州ヘイスティングズ市へ帰り
ます。大津で過ごした時間は本当に素晴らしく、忘れられ
ない経験でした。いつもどこでも笑顔で温かく歓迎してく
れた大津町には感謝しています。日本で生活をし、学んだ
ことは私の人生にチャンスを与えてくれました。
　大津を離れ、寂しくなることがたくさんあります。いき
なり団子、カラオケ、ラジオ番組、畳、こたつ、大津中の生徒・
先生、親切な教育委員会の皆さん、ホストファミリーの小
西さん、知り合いになった多くの友達。離れるのが寂しい
です。おおづ図書館での読み聞かせ、最初に覚えた日本語、
折り鶴の作り方など、大津町でたくさんの思い出ができま
した。日本の音楽や着物、思い出のアルバムとともに、感
謝の気持ちと世界的な心をアメリカに持ち帰ります。
　皆さんから受けたおもてなしに対する感謝を、私は英語
や日本語、どんな言葉でも伝えることができません。けれ
ど、私は決して皆さんの親切と友情を忘れません。これま
で２年間、本当にありがとうございました。

大
津
中
で
大
好
き
な
み
ん
な
と

Shelby Leyland

外国語指導助手
シェルビー・レイランド

“Time flies!” This means that time seemed to 
move too quickly, The two years I lived here fl ew 
by and I enjoyed it all very much!

“時は飛ぶ”この意味は時間があまりにも早く過ぎるよ
うに思われたときに言うことができます。私がここに住
んでいた２年間はあっという間に経ち、とても楽しかっ
たです。

●手仕事　和の小物仲良し二人展　
　８月３日（水）～ 16日（火）　
●手作りキルトのタペストリー作品展　
　８月３日（水）～ 16日（火）
●ちりめん細工作品展
　８月３日（水）～ 16日（火）
●手作りビーズアクセサリー作品展
　８月17日（水）～ 30日（火）

8

★毎週木曜日は演芸の日
毎週木曜日は演芸の日です。午後１時から大広間で演芸を行って
います。第１・２・３木曜は一般の人、第４木曜は社員による演芸を行っ
ています。木曜日限定で観劇弁当（650円）をご用意しています。

★毎週木曜日は家族風呂の日
　通常５０分１，５００円→１，０００円（４人までの料金）

8月の休館日 なし

からいもくんがゆく

★毎月６のつく日は風呂の日です
1,000円以上のお買い上げレシート（売店、レストラン）でハズレ無
しの抽選ができます。
２６日は、午後１時から大広間で風呂の日演芸を行います。

くまもとの手作り作品コーナー

屋台や花火も予定しています。
どうぞ来場して、祭りをお楽しみください。

●日時　　９月３日（土）　午後３時頃～
●場所　　岩戸の里　ふれあい公園
　　　　 　（グラウンドゴルフ場）

プレゼント Ｊ2リーグ 第28節（9月18日）ロアッソ熊本 vs ガイナーレ鳥取
A席チケットを5組10人にプレゼント
応募先 〒869 -1292 大津町役場｢フォルツァ!! ロアッソ熊本｣係までハガキを送ってください。
※８月１９日必着。当選発表はチケットの発送をもってかえさせていただきます。

■ J２リーグ戦　ホームゲーム試合日程
第24節　８月13日（土） 午後７時　vs　大分トリニータ
第25節　８月21日（日） 午後７時　vs　徳島ヴォルティス

■イヴァン選手が退団します
この度、ブラジルに一時帰国しているイヴァン選手が、家庭の事情により退団する
ことになりました。
【ポジション /背番号】MF/32　【生年月日】1988年 5月 27日（23歳）
【出身】ブラジル
【前所属クラブ】 RIO CLARO FC/ リオクラロ FC（ブラジル・サンパウロ州）

■「ロアッソ夏フェス 2011」開催
8月に開催するホームゲームで、「夏」「夏恋」をコンセプトとしたスタジアムイベン
トを開催します。ぜひ、この夏スタジアムへご来場ください。
◎「Love HEAT ～熱く～」8/13（土）第 24節（大分トリニータ戦）
　スタジアムグルメ広場で熱いダンスバトルを開催！「HEAT」をキーワードに多種
多様なダンスが登場します！
◎「Love HEART ～愛～」8/21（日）第 25節（徳島ヴォルティス戦）
　スタジアムで愛の告白「ビジョンで Love 注入」を実施予定！
※他にもさまざまなイベントを企画しています。
　スタジアムイベント詳細は、公式サイトでご案内します。

夏だ！祭だ！第３回岩戸納涼祭！

●トールペイント作品展
　 ８月17日（水）～ 30日（火）
※手作り作品展では、参加者を募集しています。
　お気軽にお問い合わせください。

《お知らせ》
●レストラン肥後の路
　スパイシーカレー＆冷麺フェアー開催中

夏休み限定！ソフトクリーム割引！
8月1日～ 31日の間に来館した子ども（中学生まで）限定で
ソフトクリームを100円割引します。
味はバニラ・紫イモ・ミックスの３種類！！
通常250円→150円で提供。ぜひこの機会にどうぞ。

　
誘
拐
や
連
れ
去
り
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は
、
親
だ

け
で
な
く
地
域
の
大
人
が
協
力
し
て
防
犯
に
努
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
通
学
路
の
安
全
を
確
認
し
、
登
下
校
時
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
す
る
な
ど
の
協
力
を
地
域
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
に
、
身
の
回
り
の
危
険
に
つ
い
て

話
を
し
た
り
、
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
防
犯
機
器
を
持
た
せ
た

り
し
て
、対
策
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
伝
え
る
声
か
け
の
危
険
性

　
体
の
小
さ
い
子
ど
も
は
、
不
審
者
に
狙
わ
れ
や
す
い
も
の

で
す
。
今
は
、「
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
あ
げ
る
」な
ど
、
時
代
背

景
に
沿
っ
た
声
か
け
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

路
上
で
の
安
全
対
策

○
ノ
ロ
ノ
ロ
と
後
を
つ
け
て
く
る
車
は
特
に
注
意
が
必
要

○
車
の
中
に
連
れ
込
ま
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
路
上
駐
車
を

　
し
て
い
る
車
に
は
近
寄
ら
な
い

○「
今
、
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
が
人
気
あ
る
の
か
教
え
て
」な
ど

　
の
言
葉
に
答
え
な
い

自
宅
周
辺
の
防
犯
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

○
自
宅
建
物
の
周
辺
は
整
理
整
頓
し
、
塀
は
低
く
し
、
植
木

　
も
枝
切
り
を
し
て
死
角
を
作
ら
な
い

○
窓
の
開
け
っ
放
し（
無
施
錠
）や
、鍵
を
か
け
忘
れ
な
い

○
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
地
域
で
行
う

四
つ
の
約
束

○
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い

○
自
分
自
身
や
友
達
が
、
誰
か
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に

な
っ
た
ら
、大
声
で
助
け
を
呼
ぶ

○
一
人
で
は
遊
ば
な
い

○
遊
び
に
行
く
と
き
は
、
ど
こ
で
、
誰
と
遊
ぶ
か
、
何
時
に

帰
る
か
、家
の
人
に
言
っ
て
か
ら
外
出
す
る

夏休み中の子どもを犯罪から守ろう
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学 校 給 食

愛のこんだて
あい

相　談 日　　時 場　所 相談員

心配ごと
相　　 談

1（月） 13：30～15：30 人権啓発福祉センター 豊岡　吾朗
渡辺　幸子

2（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 豊岡　吾朗
江藤　忠一

9（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 田上　　隆
豊住　幸夫

23（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 本田　節子
太田　昭子

30（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 田上　　隆
江藤　忠一

心配ごと・
児童相談 16（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 吉田　和信

渡辺　幸子

行政相談 18（木） 10：00～12：00 住民相談室 黒田　　傳

法律相談

（弁護士）

16（火） 10：00～12：00 住民相談室 坂本　秀德

26（金） 10：00～12：00 住民相談室 藤本猪智郎

身体障害者
相　　　談 1（月） 13：00～16：00 老人福祉センター 齋藤　　學

税務相談

年金相談 年金事務所
相談員17（水） 10：00～15：00 住民相談室

教育相談
☎（293）2231

毎週
月～金

8：30～17：00 教育支援センター
村下　洋一 
大塚　實子 
髙宗　信雄 
中村　里美

消費生活
相　　 談

毎週
火 10：00～16：00 住民相談室　など 熊本消費者協会

相談員

問い合わせ　菊池郡市医師会テレホンサービス　☎0968（25）3300

休日当番医・薬局 在宅当番医は変更され
ることがあります。８ 月まちのカレンダー 月

中  公 町中央公民館
ホール
オークス 町民交流施設

町文化ホール
福  祉 町老人福祉センター
スポ森
子・健 子育て・健診センター

町運動公園
スポ休 町運動公園休園
岩戸休
図書休 おおづ図書館休館

岩戸の里休館

8月7日
（日）

野沢内科医院（内・循・消・小） 大津町 （293）8000
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
緒方整形外科医院（整・リハ・リウ） 合志市 （248）8181
松岡耳鼻咽喉科医院（耳・アレ） 菊陽町 （232）5011
つつじ台歯科医院 大津町 （294）0882

8月14日
（日）

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 （232）5151
宮川内科医院（内・循） 合志市 （248）2155
後藤整形外科医院（整） 菊池市 0968（25）2906
いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 （293）3003
ながた歯科医院 合志市 （344）2385

8月21日
（日）

古賀医院（内・小・循） 菊池市 0968（38）2222
ひかりヶ丘眼科内科医院（内・神内・眼） 合志市 （348）6305
田中医院（胃・内・外） 菊池市 0968（38）7070
古賀眼科（眼） 大津町 （293）1411
大津薬局 大津町 （293）1910
山口歯科医院 菊陽町 （232）4456

8月28日
（日）

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046
ふじおか内科（内・消・循） 菊陽町 （232）7550
川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230
むさし眼科クリニック（眼） 合志市 （248）6390
荒木歯科医院 菊池市 0968（25）1478

9月4日
（日）

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106
成松内科医院（内・呼・消・循） 合志市 （345）5151
岩根胃腸科外科医院（外・胃・消） 菊池市 0968（25）4230
たに耳鼻咽喉科ｱﾚﾙｷﾞｰ科（耳・アレ） 菊陽町 （233）3387
工藤歯科 菊池市 0968（24）7008

今月の相談

8月の再生資源集団回収活動団体
団体名 活動日 活動場所 注意点

NPO法人里山まもり隊
どんかっちょ

8月13日(土) 
午前9時～午前11時

オークスプラザ
駐車場

当日雨の場合は翌日に延期 
それでも雨の場合は中止

８

★事前の電話で予約が必要です

★住民課で事前の予約が必要です

★住民課で事前の予約が必要です

★10月まで税務相談はお休みします

1 月 �

2 火 地区巡回健診 (～8/6)　8:30 ～ 10:30　各地区
手話通訳設置日 � 　 スポ休

3 水 窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

4 木

5 金

6 土 第28回あけぼの団地納涼夏祭り 17:30～　あけぼの団地 4 棟前広場

7 日

8 月 �

9 火 1歳6カ月児健診（H２２年1月生）13:15～13:45 子・健 　
� スポ休

10 水 6 ～ 7カ月児健診（H２３年1月生）13:15～13:45 子・健
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月 大津町教育の日
体育施設等申請受付開始（H23年9月分）�

16 火 手話通訳設置日 �  スポ休

17 水 窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

18 木 お誕生月育児相談（H２２年8月生）９:15～９:45 子・健 　

19 金

20 土

21 日

22 月 �

23 火 � スポ休

24 水 大津地蔵まつり 3 ～４カ月児健診（H23年4月生）13:15 ～ 13:45  子・健  
おおづ図書館夜間開館～20：00 　※窓口証明延長業務は地蔵まつりのため中止します

25 木 マタニティセミナー 10:00 ～  子・健

26 金 町内小中学校　学校初め

27 土

28 日

29 月 � 図書休

30 火 3歳児健診（H20年6月生）13:15 ～ 13:45  子・健  
� スポ休

31 水 窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

魚とれんこんの揚げがらめ

（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

子どもの元気な姿を、載せてみませんか？
あつまれ！大津っ子に掲載する子どもを募集します。
役場企画課にある応募用紙に記入して、写真を添えてお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ　役場企画課：☎（293）3118

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

❖お誕生・おくやみのコーナーは、希望者のみ掲載しています � ❖６月10日～７月９日届出分

（
敬
称
略
）

死
亡
者
氏
名

満
年
齢

住
　
所

（
敬
称
略
）

お
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届
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稲
いな

益
ます

　昂
あき

宏
ひろ

稲
いな

益
ます

　　慧
けい

くん（６歳）

くん（３歳）

寿史パパ　由佳ママ

美咲野

今すぐ
応募を

2人の笑顔に元気をもらっています。
仲良く大きくなってね

材料（４人分）

作り方（所要時間 約 30分）

栄養価（１人当たり）

①	　れんこんは一口大に切り、酢水 （分量外） につけて、

　　水気を切ります。

②　かつおは一口大に切り、でん粉・小麦粉をつけます。

③　ピーナツは小さく割っておきます。

④　鍋に油を熱し、①、②の順に揚げます。

⑤　別の鍋にAの調味料を入れ、煮詰めてタレを作ります。

⑥　⑤で④を和え、③をからめてできあがりです。

エネルギー �  205kcal

タンパク質 �  11.5g

脂質 �  11.3g

カルシウム �  7mg

鉄 �  0.9mg

ビタミンA �  9ugRE
(レチノール当量）

ビタミンB1 �  0.05mg

ビタミンB2 �  0.08mg

ビタミンC �  0mg

塩分量 �  0.8g

かつお （他の魚でも可） �  250g

　　でん粉 �  10g

　　小麦粉 �  10g

れんこん�  200g

揚げ油 �  適量

　　砂糖 �  大さじ２強

　　こいくち �  大さじ１・１/２

　　みりん� 　　　 小さじ２

　　酒�  小さじ２

ピーナツ�  30g

７月４日の給食献立

A

　魚の血合い部分には、貧血を予防する鉄分や、疲労回復

に役立つビタミンＢ群が豊富に含まれています。今回はか

つおを使用しましたが、他の魚でもおいしくできます。ま

た、れんこんには肝臓や胃腸の働きを良くする多糖類のム

チンがあります。

大津町学校給食センター
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まちの人口 平成23年6月末現在

人口 31,856人 （－2人）
男 15,686人 （＋2人）

女 16,170人 （－4人）

世帯数 12,167戸 （＋3世帯）

●出生／ 27人 

●死亡／ 26人

●転入／ 89人 

●転出／ 93人
※増減は前月比

揚
げ
物

19 18広報おおづ 2011.8広報おおづ 2011.8


	1-20.pdf
	2-3
	4-5
	6-7
	8-9
	10-11
	12-13
	14-15
	16-17
	18-19

